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2017年3月期 第1四半期よりIFRS (指定国際会計基準) を適用しております。 
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2018年3月期 (平成30年3月期) 
連結決算 
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連結損益計算書 

4 
コア営業利益は、営業利益（又は損失）から非経常的な要因により発生した損益（事業撤退や縮小から生じる損失等）を除いて算出しております。 

為替レート (\/$) 111.3 110.1 110.7 108.7 2.0 2%

ナフサ単価  (\/kl) 37,600 46,300 41,900 34,700 7,200 21%

(億円)

上期 下期 増減率

売上収益 18,048 19,196 37,244 33,761 3,483 10%

コア営業利益 *1 1,923 1,882 3,805 3,075 730 24%

非経常項目 △ 70 △ 178 △ 248 △ 389 141

営業利益 1,853 1,704 3,557 2,686 871 32%

金融収益・費用 △ 51 △ 65 △ 116 △ 103 △ 13
　(内、受取配当金) (29) (14) (43) (39) (4)

　(内、為替差損益) (△ 7) (△ 23) (△ 30) (△ 5) (△ 25)

税引前利益 1,802 1,639 3,441 2,583 858

法人所得税 △ 489 △ 188 △ 677 △ 444 △ 233

継続事業からの当期利益 1,313 1,451 2,764 2,139 625

‐ ‐ ‐ 26 △ 26

当期利益 1,313 1,451 2,764 2,165 599

   親会社の所有者に帰属する

   当期利益
1,005 1,113 2,118 1,563 555 36%

   非支配持分に帰属する当期利益 308 338 646 602 44

*1 内、持分法投資損益 116 157 273 189 84

継
続
事
業

   非継続事業からの当期利益

18/3月期

通期

17/3月期

通期
増減



事業セグメントの内訳別 売上収益及びコア営業利益 
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*1 セグメント内訳の数値は、説明を目的とした概算値であります。 

(億円)

上期 下期

売上収益 18,048 19,196 37,244 33,761 3,483

コア営業利益 1,923 1,882 3,805 3,075 730

売上収益 3,846 3,975 7,821 7,453 368

コア営業利益 329 251 580 623 △ 43

売上収益 1,761 1,877 3,638 3,273 365

コア営業利益 179 181 360 319 41

売上収益 5,607 5,852 11,459 10,726 733

コア営業利益 508 432 940 942 △ 2

売上収益 1,849 2,010 3,859 2,859 1,000

コア営業利益 522 574 1,096 379 717

売上収益 2,584 2,796 5,380 5,003 377

コア営業利益 145 114 259 209 50

売上収益 1,283 1,251 2,534 1,979 555

コア営業利益 52 72 124 38 86

売上収益 5,716 6,057 11,773 9,841 1,932

コア営業利益 719 760 1,479 626 853

売上収益 3,022 3,365 6,387 5,746 641

コア営業利益 281 294 575 521 54

売上収益 2,732 2,834 5,566 5,470 96

コア営業利益 410 402 812 984 △ 172

売上収益 971 1,088 2,059 1,978 81

コア営業利益 5 △ 6 △ 1 2 △ 3

【受払差】

機能化学 △ 6 14 8 17 △ 9

石化 △ 17 101 84 25 59

炭素 △ 9 5 △ 4 8 △ 12

合計 △ 32 120 88 50 38

炭素

ケミカルズ

産業ガス

ヘルスケア

その他

石化

18/3月期

通期

17/3月期

通期
増減

全社

機能部材

機能化学

機能商品

MMA



3,075

3,805
＋ 494

＋ 310

＋ 192 △ 266

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

17/3月期
通期

売買差 数量差 コスト削減 その他差 18/3月期
通期

コア営業利益 (全社) 増減要因 
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機能商品     ＋133 
ケミカルズ   ＋100 
産業ガス     ＋45 

ケミカルズ ＋646 
機能商品   △141 

(億円)

売買差 数量差 ｺｽﾄ削減 その他差

全社 3,805 3,075 730 494 310 192 △ 266

機能商品 940 942 △ 2 △ 141 133 99 △ 93

ケミカルズ 1,479 626 853 646 100 50 57

産業ガス 575 521 54 △ 9 45 16 2

ヘルスケア 812 984 △ 172 △ 2 40 25 △ 235

その他 △ 1 2 △ 3 0 △ 8 2 3

*1　その他差には、受払差・持分法投資損益差等の金額が含まれております。

57 65 13 - △ 21

うち換算差 57

18/3月期

通期

17/3月期

通期
増減

為替影響

*1



機能商品セグメントの業績概要 
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＜セグメント内訳別 業績概要＞ 

機能 
部材 

売上収益 

高機能成形材料の高機能エンジニアリング 
プラスチックやアルミナ繊維等、情電・ディス 
プレイ関連製品のディスプレイ向けフィルム 
等の販売伸長。 

コア 
営業利益 

高機能エンジニアリングプラスチック及び 
アルミナ繊維の販売数量が増加したものの、 
高機能フィルム及びディスプレイ向けフィルム 
の原料価格が上昇したこと等により減益。 

機能 
化学 

売上収益 

高機能ポリマーにおいて、フェノール・ポリ 
カーボネートチェーンの市況が好調に推移 
する中、前期の定期修理の影響が解消。 
新エネルギー関連製品において、自動車用 
電池材料の販売数量が増加。 

コア 
営業利益 

フェノール・ポリカーボネートチェーンの好調 
推移に加え、自動車向けの機能性樹脂及び 
電池材料の販売数量が増加したこと等に 
より増益。 

＜トピックス＞  

・三菱ケミカルと宇部興産が合弁会社として折半出資した常熟宇菱電池 
  材料が、中国におけるリチウムイオン電池用電解液の製造・販売を 
  2018年1月より開始。 
 

・三菱ケミカルは、無機化学品等の製造・販売を行う日本化成を 
  吸収合併することを決定。2018年4月1日に実施。 
 

・三菱ケミカルは、共押出多層フィルム「ダイアミロン」について、 
  タイに製造設備を新設することを決定。2020年4月商業生産開始予定。 

(億円)

18/3月期

通期

17/3月期

通期
増減

売上収益 7,821 7,453 368
コア営業利益 580 623 △ 43
売上収益 3,638 3,273 365
コア営業利益 360 319 41
売上収益 11,459 10,726 733
コア営業利益 940 942 △ 2

＜コア営業利益　増減要因＞

機能部材

機能化学

機能商品

942 940

＋133

＋99

△141

△93

700

750

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

17/3月期

通期
売買差 数量差 コスト削減 その他差 18/3月期

通期



ケミカルズセグメントの業績概要 
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＜トピックス＞ 
・サウジアラビアにおいてMMAモノマー(年産25万トン)及びアクリル樹脂 
 成形材料(同4万トン)プラントが完成。 2018年4月より本格運転開始。 
 

・2017年4月、日本ポリプロは、構造改革の一環として同社の五井工場 
 (千葉県市原市)にポリプロピレン製造設備(年産15万トン)を新設する 
    ことを決定。営業運転は2019年10月を予定。 
 

・日本ポリプロは、鹿島工場(茨城県神栖市)のポリプロピレン製造設備 
 一系列(年産30万トン)を、設備の一部損傷により2017年9月末から約4 
   か月間停止していたが、2018年1月下旬に運転を再開。 

MMA 

売上収益 
MMAモノマーの需要が堅調な中、 
市況が上昇。 

コア 
営業利益 

原料価格の上昇あるも、市況上昇に伴う 
原料と製品の価格差拡大等により増益。 

石化 

売上収益 

堅調な需給環境が続く中、原料価格が上昇 
したことに伴い販売価格が上昇したことに加え、 
エチレンセンターの定期修理の影響が縮小 
したことに伴い販売数量が増加。 

コア 
営業利益 

ポリオレフィンにおける一部設備トラブルの 
影響あるも、石化製品の市況堅調及び 
定期修理の影響が縮小したこと等により増益。 

炭素 

売上収益 
原料炭価格が上昇したことに伴い、 
販売価格が上昇。 

コア 
営業利益 

需要が堅調な中、コークス及びニードル 
コークスの市況上昇に伴う原料と製品の 
価格差拡大等により増益。 

＜セグメント内訳別 業績概要＞ 
(億円)

18/3月期

通期

17/3月期

通期
増減

売上収益 3,859 2,859 1,000
コア営業利益 1,096 379 717
売上収益 5,380 5,003 377
コア営業利益 259 209 50
売上収益 2,534 1,979 555
コア営業利益 124 38 86
売上収益 11,773 9,841 1,932
コア営業利益 1,479 626 853

＜コア営業利益　増減要因＞

MMA

石化

炭素

ケミカルズ

626

1,479

＋646

＋100

＋50 ＋57

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

17/3月期

通期

売買差 数量差 コスト削減 その他差 18/3月期

通期



産業ガスセグメントの業績概要 
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産業 
ガス 

売上収益 
米国及び豪州における事業買収効果に 
加え、国内外のエレクトロニクス関連向け 
ガスが堅調に推移。 

コア 
営業利益 

上記の事業買収効果及びエレクトロニクス
関連の販売好調に加え、国内ガス事業に 
おけるセパレートガス等の販売も堅調に 
推移し増益。 

＜セグメント内訳別 業績概要＞ 
(億円)

18/3月期

通期

17/3月期

通期
増減

売上収益 6,387 5,746 641
コア営業利益 575 521 54

＜コア営業利益　増減要因＞

産業ガス

521

575
＋45

＋16

＋2

△9

450

470

490

510

530

550

570

590

17/3月期
通期

売買差 数量差 コスト削減 その他差 18/3月期
通期

＜トピックス＞ 

・大陽日酸は、同社の子会社であるマチソン・トライガス 
 (本社：アメリカ・ニュージャージー州)を通じて、ロシアの国営 
 天然ガス企業Gazprom社の子会社であるGazprom export社と  
 東シベリアで同社が生産するヘリウムに関する売買契約を 
 2018年2月に締結。 



ヘルスケアセグメントの業績概要 

ヘルス
ケア 

売上収益 

医薬品におけるジェネリック事業の譲渡等 
による減少あるも、シンポニー等の重点 
品目の伸長に加え、米国でALS治療薬 
「ラジカヴァ」の販売が大幅に伸長。 

コア 
営業利益 

「ラジカヴァ」の販売が順調に推移するも、 
研究開発費及び米国事業展開費用の 
増加により減益。 

＜セグメント内訳別 業績概要＞ 

＜トピックス＞ 

・2017年5月、田辺三菱製薬は筋萎縮性側索硬化症(ALS)を適応症 
   とする「ラジカヴァ」の承認を米国食品医薬品局より取得。 
   同社子会社のMTファーマアメリカが2017年8月に販売開始。 
 
・田辺三菱製薬はパーキンソン病等の製剤研究力とデバイス開発        
   力のあるニューロダーム(イスラエル)を、2017年10月に完全子 
   会社化。 
 
・生命科学インスティテュ－トは、2021年度の製造販売承認取得を  
   目指し、Muse細胞製品の探索的臨床試験を2018年1月に開始。 
    また、同年2月には細胞加工施設を新設することを決定し、 
 2019年1月の稼働を予定。 
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(億円)

18/3月期

通期

17/3月期

通期
増減

売上収益 5,566 5,470 96
コア営業利益 812 984 △ 172

＜コア営業利益　増減要因＞

ヘルスケア

984

812

＋40

＋25

△2

△235

700

750

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

17/3月期
通期

売買差 数量差 コスト削減 その他差 18/3月期
通期



非経常項目 
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(億円)

4Q

非経常項目　合計 △ 140 △ 248 △ 389 141

減損損失 △ 36 △ 97 △ 150 53

固定資産除売却損 △ 35 △ 56 △ 29 △ 27

過去勤務費用 △ 50 △ 50 △ 8 △ 42

三菱ｹﾐｶﾙ統合関連費用 △ 12 △ 38 △ 10 △ 28

特別退職金 △ 0 △ 24 △ 25 1

訴訟損失引当金繰入額  - △ 12  - △ 12

環境対策費 △ 10 △ 10 △ 68 58

関係会社株式売却益 1 37  - 37

固定資産売却益 8 36 9 27

その他 △ 6 △ 34 △ 108 74

*1　熊本地震関連損失△40億円が含まれております。

【セグメント別内訳】

機能商品 △ 48 △ 69 △ 166 97

ケミカルズ △ 4 △ 37 △ 82 45

産業ガス △ 7 △ 7 △ 19 12

ヘルスケア △ 0 △ 14 △ 30 16

その他 △ 81 △ 121 △ 92 △ 29

18/3月期

通期

17/3月期

通期
増減

*1

*1



連結キャッシュ・フロー計算書 
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財務諸表ベース 実質ベース*
(億円) ＜参考＞

営業活動によるCF 3,979 3,966 3,979 3,966 3,500

税前損益 3,441 2,606 3,441 2,606 2,770
減価償却費 1,789 1,740 1,789 1,740 1,820
営業債権債務 △ 289 327 △ 289 327
棚卸資産 △ 709 △ 92 △ 709 △ 92
その他 △ 253 △ 615 △ 253 △ 615 △ 650

投資活動によるCF △ 3,359 △ 2,891 △ 3,266 △ 2,929 △ 2,500

設備投資 △ 2,283 △ 2,058 △ 2,283 △ 2,058 △ 2,490
資産売却 519 370 519 370
投融資　他 △ 1,595 △ 1,203 △ 1,502 △ 1,241

FCF 620 1,075 713 1,037 1,000

財務活動によるCF △ 1,506 14

有利子負債 △ 683 1,343
子会社株式追加取得 △ 37 △ 488
配当　他 △ 786 △ 841

現金及び現金同等物の増減 △ 886 1,089

為替換算差等 27 △ 125
現金及び現金同等物期首残高 3,635 2,671
現金及び現金同等物期末残高 2,776 3,635

17/3月期

通期

18/3月期

通期

5/12発表

通期目標

△ 440

△ 10

18/3月期

通期

17/3月期

通期

*実質ベースの連結キャッシュ・フロー計算書は、説明を目的として

投資活動CFに含まれる手元運用資金の影響を除いたものです。



連結財政状態計算書 
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(億円) (億円)

18/3月末 17/3月末 増減 18/3月末 17/3月末 増減

 現金及び現金同等物 2,776 3,635 △ 859  有利子負債 16,061 16,937 △ 876

 営業債権 8,548 7,762 786  営業債務 4,886 4,379 507

 棚卸資産 6,077 5,381 696  その他 6,864 6,337 527

 その他 3,116 2,906 210 負債合計 27,811 27,653 158

流動資産合計 20,517 19,684 833  資本金等 12,845 10,895 1,950

 固定資産 17,887 16,589 1,298   その他の資本の構成要素 13 19 △ 6

 のれん 3,234 3,130 104 親会社の所有者に帰属する持分 12,858 10,914 1,944

 投融資等 5,368 5,232 136  非支配持分 6,337 6,068 269

非流動資産合計 26,489 24,951 1,538 資本合計 19,195 16,982 2,213

資産合計 47,006 44,635 2,371 負債・資本合計 47,006 44,635 2,371

ネット有利子負債 *1 11,395 11,559 △ 164

ネットD/Eレシオ 0.89 1.06 △ 0.17

親会社所有者帰属持分比率 27.4% 24.5% 2.9%

ROE *2 17.8% 15.1% 2.7%
*1 ネット有利子負債(18/3月末)

　=有利子負債16,061億円－(現金・現金同等物2,776億円＋手元運用資金残高1,890億円)

*2 親会社所有者帰属持分当期利益率



2019年3月期 (平成31年3月期) 
通期業績予想 
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業績予想 連結損益計算書 
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為替レート (\/$) 105.0 105.0 105.0 110.7 △ 5.7 △5%

ナフサ単価  (\/kl) 50,000 50,000 50,000 41,900 8,100 19%

(億円)

上期 下期 増減率

19,350 19,950 39,300 37,244 2,056 6%

1,720 1,830 3,550 3,805 △ 255 △7%

△ 40 △ 140 △ 180 △ 248 68

1,680 1,690 3,370 3,557 △ 187 △5%

△ 60 △ 60 △ 120 △ 116 △ 4

1,620 1,630 3,250 3,441 △ 191 △6%

△ 460 △ 410 △ 870 △ 677 △ 193

 当期利益 1,160 1,220 2,380 2,764 △ 384 △14%

   親会社の所有者に帰属する

   当期利益
910 930 1,840 2,118 △ 278 △13%

   非支配持分に帰属する当期利益 250 290 540 646 △ 106

   法人所得税

19/3月期

予想

18/3月期

実績

 売上収益

 コア営業利益

  非経常項目

 営業利益

  金融収益・費用

増減

 税引前利益



業績予想 事業セグメント別 売上収益及びコア営業利益 
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*1 セグメント内訳の数値は、説明を目的とした概算値であります。 

 

(億円)

上期 下期

売上収益 19,350 19,950 39,300 37,244 2,056

コア営業利益 1,720 1,830 3,550 3,805 △ 255

売上収益 4,000 4,100 8,100 7,821 279

コア営業利益 290 335 625 580 45

売上収益 1,900 2,000 3,900 3,638 262

コア営業利益 140 185 325 360 △ 35

売上収益 5,900 6,100 12,000 11,459 541

コア営業利益 430 520 950 940 10

売上収益 2,250 2,000 4,250 3,859 391

コア営業利益 570 340 910 1,096 △ 186

売上収益 2,850 3,150 6,000 5,380 620

コア営業利益 60 170 230 259 △ 29

売上収益 1,300 1,250 2,550 2,534 16

コア営業利益 85 80 165 124 41

売上収益 6,400 6,400 12,800 11,773 1,027

コア営業利益 715 590 1,305 1,479 △ 174

売上収益 3,240 3,380 6,620 6,387 233

コア営業利益 290 325 615 575 40

売上収益 2,710 2,920 5,630 5,566 64

コア営業利益 310 420 730 812 △ 82

売上収益 1,100 1,150 2,250 2,059 191

コア営業利益 △ 25 △ 25 △ 50 △ 1 △ 49

石化

19/3月期

予想

18/3月期

実績
増減

全社

機能部材

機能化学

機能商品

MMA

炭素

ケミカルズ

産業ガス

ヘルスケア

その他



連結キャッシュ・フローの目標 
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(億円)

　営業活動によるCF 3,940 3,979

税前損益 3,250 3,441

減価償却費 1,850 1,789

運転資金増減 0 △ 998

その他 △ 1,160 △ 253

　投資活動によるCF △ 2,540 △ 3,266

設備投資 △ 2,640 △ 2,283

その他（投融資・資産売却等） 100 △ 983

　FCF 1,400 713

*手元運用資金を除く実質

19/3月期

目標

18/3月期

実績



配当の予想 
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当社は、企業価値の向上を通して株主価値の向上を図ることを株主還元の基本方針としており、
配当につきましては、今後の事業展開の原資である内部留保の充実を考慮しつつ、中期的な利益
水準の30％を連結配当性向の目安とし、安定的に配当を実施することとしております。このような
方針のもと、本日公表の2018年３月期通期連結業績を踏まえ、期末配当金予想を前回発表予想
から２円引き上げ17円に修正いたします。これにより、年間の予想配当金は、前期実績から１株当
り12円増配の32円となります。 
また、2019年３月期の予想配当金につきましては、対前期比で１株当たり２円増配の年間34円とし
ております。 

※2018年3月期の期末配当金については、5月16日の取締役会で決議予定。 

IFRS

19/3月期

予想

18/3月期

予想
17/3月期 16/3月期 15/3月期

第２四半期末 １７円 １５円 ８円 ７円 ６円

期末 １７円 * １７円 １２円 ８円 ７円

合計 ３４円 ３２円 ２０円 １５円 １３円

期末 127円83銭 147円14銭 106円73銭 31円70銭 41円40銭

合計 26.6% 21.7% 18.7% 47.3% 31.4%

日本基準

１株当り配当金

1株当り当期利益

配当性向(連結)



自己株式の取得について 
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以下の通り、自己株式を取得する。 
 

１．自己株式取得の理由 
経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため。 
 

２．取得する自己株式の種類及び総数 
当社普通株式 20,000,000株（上限） 
 

３．取得する自己株式の総額 
総額：200億円（上限） 
 

４．取得期間 
2018年５月11日～2018年６月15日 
 

５．取得の方法 
（１）自己株式立会外買付取引（ToSTNeT−3）による自己株式の取得 
本日（2018年５月10日）の終値にて、 2018年５月11日午前８時45分の株式会社東京証券取引所の自己株式
立会外買付取引（ToSTNeT−3）において買付けの委託を行います。尚、買付け価格については、本日の終値
確定後、改めてお知らせいたします。 
 

（２）市場買付による自己株式の取得 
立会外買付取引（ToSTNeT−3）による自己株式の取得総数及び取得総額が、2018年５月10日の取締役会で
決議した取得する株式の総数及び株式の取得価額の総額の上限のいずれにも達しない場合、立会外買付取
引（ToSTNeT−3）により取得した株式の総数及び取得総額を控除した数量及び金額を上限として、市場買付
による自己株式の取得を継続します。 



参考資料 
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関係会社数と海外売上収益及びコア営業利益 
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(会社数)

関係会社数
18/3月期 17/3月期 16/3月期 16/3月期 15/3月期 14/3月期

 関係会社合計 708 731 753 749 762 450 

 連結会社合計 653 592 600 598 601 414 

 連結子会社 515 510 522 522 523 361 

 国内 203 193 200 200 210 135 

 海外 312 317 322 322 313 226 

ジョイント・オペレーション 4 4 2 

 持分法適用会社 134 78 76 76 78 53 

所在地別 (億円)

  国内 25,896 24,086 24,990 25,531 25,347 24,151

11,348 9,675 10,444 12,700 11,216 10,837

37,244 33,761 35,434 38,231 36,563 34,988

  国内 2,232 2,115 2,324 2,258 1,406 1,037

1,573 960 680 542 251 68

3,805 3,075 3,004 2,800 1,657 1,105

向先別
15,470 13,336 14,300 16,592 15,191 14,571

41.6% 39.5% 40.4% 43.4% 41.5% 41.6%
*1 非継続事業に係る数値を控除しております。 *2 非継続事業に係る数値が以下の通り含まれております。

*3 決算期を統一したことによる影響額785億円を除いた海外売上高比率は41.3%であります。

*4 決算期を統一したことによる影響額1,456億円を除いた海外売上高比率は 39.5%であります。

    

 海外売上収益

IFRS 日本基準

  海外

売上収益

  海外

コア営業利益
(日本基準は営業利益)

*2

*1

*1

*1
*4*3

*2

*2

（億円）

所在地別 金額

売上高 海外 1,314

営業利益 海外 △ 91

向先別

売上高 1,314



連結損益計算書 四半期別推移 
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為替レート (\/$) 107.9 102.9 111.3 112.9 111.4 111.2 112.7 107.5

ナフサ単価  (\/kl) 31,600 31,300 34,000 41,800 39,100 36,100 44,600 47,900
(億円) (億円)

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上収益 7,946 7,917 8,643 9,255 8,980 9,068 9,574 9,622

コア営業利益 *1 706 657 938 774 955 968 1,127 755

非経常項目 △ 56 △ 106 △ 35 △ 192 △ 45 △ 25 △ 38 △ 140

営業利益 650 551 903 582 910 943 1,089 615

金融収益・費用 △ 50 △ 35 33 △ 51 △ 14 △ 37 △ 14 △ 51

　(内、受取配当金) (25) (2) (10) (2) (26) (3) (11) (3)

　(内、為替差損益) (△ 39) (△ 7) (55) (△ 14) (△ 7) (0) (2) (△ 25)

税引前利益 600 516 936 531 896 906 1,075 564

法人所得税 △ 199 175 △ 256 △ 164 △ 263 △ 226 △ 150 △ 38

継続事業からの当期利益 401 691 680 367 633 680 925 526

11 △ 12 27 △ 0 - - - -

 当期利益 412 679 707 367 633 680 925 526

   親会社の所有者に帰属する
   当期利益

261 531 526 245 477 528 685 428

   非支配持分に帰属する当期利益 151 148 181 122 156 152 240 98

*1 内、持分法投資損益 40 34 54 61 56 60 67 90

17/3月期

継
続
事
業

   非継続事業からの当期利益  

18/3月期
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*1 セグメント内訳の数値は、説明を目的とした概算値であります。 

事業セグメント別 売上収益及びコア営業利益 四半期別推移 

(億円) (億円)

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上収益 7,946 7,917 8,643 9,255 8,980 9,068 9,574 9,622

コア営業利益 706 657 938 774 955 968 1,127 755

売上収益 1,820 1,836 1,877 1,920 1,887 1,959 1,997 1,978

コア営業利益 161 161 173 128 167 162 154 97

売上収益 800 785 798 890 885 876 919 958

コア営業利益 82 66 90 81 98 81 97 84

売上収益 2,620 2,621 2,675 2,810 2,772 2,835 2,916 2,936

コア営業利益 243 227 263 209 265 243 251 181

売上収益 689 672 722 776 923 926 967 1,043

コア営業利益 67 91 111 110 243 279 292 282

売上収益 1,131 1,104 1,332 1,436 1,275 1,309 1,416 1,380

コア営業利益 4 △ 2 82 125 58 87 85 29

売上収益 397 426 463 693 681 602 595 656

コア営業利益 △ 1 7 14 18 40 12 32 40

売上収益 2,217 2,202 2,517 2,905 2,879 2,837 2,978 3,079

コア営業利益 70 96 207 253 341 378 409 351

売上収益 1,317 1,338 1,455 1,636 1,491 1,531 1,637 1,728

コア営業利益 115 129 145 132 134 147 158 136

売上収益 1,349 1,285 1,515 1,321 1,381 1,351 1,556 1,278

コア営業利益 291 199 330 164 220 190 312 90

売上収益 443 471 481 583 457 514 487 601

コア営業利益 △ 13 6 △ 7 16 △ 5 10 △ 3 △ 3

18/3月期

ヘルスケア

その他

17/3月期

機能商品

MMA

石化

炭素

ケミカルズ

産業ガス

全社

機能部材

機能化学



非経常項目 四半期別推移 

24 

(億円) (億円)

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

非経常項目　合計 △ 56 △ 106 △ 35 △ 192 △ 45 △ 25 △ 38 △ 140

減損損失 △ 9 △ 70 △ 19 △ 52 △ 0 △ 11 △ 50 △ 36

固定資産除売却損 △ 2 △ 8 △ 5 △ 14 △ 8 △ 3 △ 10 △ 35

過去勤務費用 △ 8  -  -  -  -  -  - △ 50

三菱ｹﾐｶﾙ統合関連費用 △ 1 △ 2 △ 2 △ 5 △ 22 △ 2 △ 2 △ 12

特別退職金 △ 14 △ 6 △ 1 △ 4 △ 11 △ 8 △ 5 △ 0

訴訟損失引当金繰入額  -  -  -  -  -  - △ 12  - 

環境対策費  -  -  - △ 68  -  -  - △ 10

関係会社株式売却益  -  -  -  -  -  - 36 1

固定資産売却益 6 △ 0 1 2 1 1 26 8

その他 △ 28 △ 20 △ 9 △ 51 △ 5 △ 2 △ 21 △ 6

*1   熊本地震関連損失△40億円が含まれております。

【セグメント別内訳】

機能商品 △ 34 △ 51 △ 14 △ 67 △ 3 △ 2 △ 16 △ 48

ケミカルズ △ 24 △ 33 △ 19 △ 6 △ 4 △ 2 △ 27 △ 4

産業ガス 2 △ 0 △ 0 △ 21 1 △ 1 0 △ 7

ヘルスケア 1 △ 10 △ 1 △ 20 △ 9 △ 20 15 △ 0

その他 △ 1 △ 12 △ 1 △ 78 △ 30 △ 0 △ 10 △ 81

17/3月期 18/3月期

*1 *1 *1



設備投資・減価償却費・研究開発費・従業員数 
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(億円) (人)

従業員数

19/3月期

予想

18/3月期

実績

19/3月期

予想

18/3月期

実績

19/3月期

予想

18/3月期

実績

18/3月期

期末

機能商品 790 683 530 549 320 276 23,601

ケミカルズ 740 619 590 537 110 100 8,510

産業ガス 790 616 500 457 30 30 16,746

ヘルスケア 270 275 170 191 1,040 921 11,894

その他 50 59 60 55 100 61 8,479

全社 2,640 2,252 1,850 1,789 1,600 1,388 69,230

設備投資 減価償却費 研究開発費



34,988

36,563

38,231

35,434

33,761

37,244

39,300

1,105

1,657

2,800

3,004
3,075

3,805
3,550

2,687 2,686

3,557 3,370

322

609
464 514

1,563

2,118
1,840

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

25,000

27,500

30,000

32,500

35,000

37,500

40,000

42,500

2014/3 2015/3 2016/3 2016/3* 2017/3* 2018/3 2019/3

予想

売上高/売上収益 営業利益/コア営業利益 IFRS営業利益 親会社所有者帰属利益

連結業績の推移 

日本基準 IFRS 

(億円) 
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* 非継続事業に係る数値を控除しております。 



連結財務指標の推移 
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日本基準 IFRS 日本基準 IFRS 

＜連結財務指標の名称　新旧対応表＞

日本基準 IFRS

純資産 資本合計

自己資本 親会社所有者帰属持分

ネット有利子負債 ネット有利子負債

自己資本比率 親会社所有者帰属持分比率

ROE (自己資本利益率) ROE (親会社所有者帰属持分当期利益率)

ネットD/Eレシオ ネットD/Eレシオ



各報告セグメントの事業部門 
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分野 セグメント セグメント内訳

機能商品 機能商品 機能部材 情電・ディスプレイ 光学フィルム、情報電子、アセチル

高機能フィルム 包装フィルム、工業フィルム

環境・生活
ソリューション

アクア・分離ソリューション、インフラ・アグリマテリアルズ

高機能成形材料
高機能エンジニアリングプラスチック、繊維、炭素繊維複合材料、
機能成形複合材、アルミナ繊維・軽金属

機能化学 高機能ポリマー
パフォーマンスポリマーズ、エンジニアリングポリマーズ、
サステイナブルリソース

高機能化学 機能化学品、機能材料、食品機能材

新エネルギー リチウムイオン電池材料、エネルギー変換デバイス

素材 ケミカルズ MMA MMA MMA

石化 石化 石化基盤、ポリオレフィン、基礎化学品

炭素 炭素 炭素

産業ガス 産業ガス 産業ガス 産業ガス

ヘルスケア ヘルスケア ヘルスケア 医薬品 医薬品

ライフサイエンス ライフサイエンス

事業内容



 本説明会および本資料における見通しは、現時点で入手可能な情報により当社が 

判断したものです。実際の業績は様々なリスク要因や不確実な要素により、業績予想 

と大きく異なる可能性があります。 

 当社グループは情電・ディスプレイ関連製品、高機能成形材料、高機能ポリマー、 

MMA、石化製品、炭素製品、産業ガス、医薬品等、非常に多岐に亘る事業を行って 

おり、その業績は国内外の需要、為替、ナフサ・原油等の原燃料価格や調達数量、 

製品市況の動向、技術革新のスピード、薬価改定、製造物責任、訴訟、法規制等に 

よって影響を受ける可能性があります。 

但し、業績に影響を及ぼす要素はこれらに限定されるものではありません。 
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以上 
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